
　
山
梨
交
響
楽
団
は
創
設
39
年
の
歴
史
あ
る
楽
団
で

す
。
約
80
人
の
メ
ン
バ
ー
の
年
齢
は
20
代
か
ら
70
代
ま

で
と
幅
広
く
、
職
業
も
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
皆
さ
ん
音

楽
へ
の
熱
い
思
い
を
持
ち
、
意
欲
的
に
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
県
内
に
プ
ロ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
が
な
い
た
め
、
活
躍

の
場
は
広
く
、
毎
年
６
月
の
定
期
演
奏
会
を
は
じ

め
、
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
や
県
議
会
議
場
コ

ン
サ
ー
ト
な
ど
で
合
奏
を
披
露
。
ま
た
小
学
校
や
地

域
の
公
民
館
な
ど
身
近
な
と
こ
ろ
で
も
演
奏
し
、
多

く
の
人
に
美
し
い
音
楽
を
届
け
て
い
ま
す
。

　
国
民
文
化
祭
で
は
、「
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
祭
典
」に

出
演
し
、県
内
外
の
ア
マ
チ
ュ
ア
奏
者
と
と
も
に

１
３
０
人
余
り
の
大
規
模
な
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
ス
テ

ー
ジ
を
披
露
し
ま
す
。

　
団
長
の
関
岡
真
さ
ん
は「
大
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
な
ら

で
は
の
迫
力
あ
る
演
奏
で
、ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
の
楽

し
さ
を
伝
え
た
い
」と
意
気
込
み
を
見
せ
ま
す
。

　
全
国
か
ら
集
ま
る
奏
者
が
祭
典
で
初
め
て
音
を
合

わ
せ
、一
つ
の
音
楽
を
作
り
あ
げ
る
と
い
う
緊
張
感
あ

ふ
れ
る
ス
テ
ー
ジ
に
な
る
そ
う
で
、「
ア
マ
チ
ュ
ア
オ

ー
ケ
ス
ト
ラ
の
レ
ベ
ル
の
高
さ
を
実
感
し
て
も
ら
え

る
は
ず
で
す
。山
梨
交
響
楽
団
の
メ
ン
バ
ー
も
全
国
の

奏
者
と
の
共
演
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。ま
た
全
国

で
活
躍
し
て
い
る
ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
よ
る

個
別
の
ス
テ
ー
ジ
を
開
催
す
る
計
画
も
あ
り
、小
学

生
か
ら
社
会
人
ま
で
幅
広
い
ア
マ
チ
ュ
ア
奏
者
が
一

堂
に
集
い
演
奏
す
る
ま
た
と
な
い
機
会
。来
場
者
も

一
体
と
な
っ
て
楽
し
ん
で
も
ら
え
た
ら
う
れ
し
い
」

と
力
を
込
め
ま
す
。

　
さ
ら
に「
訪
れ
た
方
た
ち
に『
山
梨
っ
て
い
い
ね
』

と
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
ス

テ
ー
ジ
を
目
指
し
ま
す
」と
関
岡
さ
ん
。

　
全
国
か
ら
集
う
方
た
ち
と
、音
楽
を
通
し
て
ど
ん
な

ふ
れ
あ
い
が
生
ま
れ
る
の
か
今
か
ら
楽
し
み
で
す
。

　
来
年
の
国
民
文
化
祭
に
向
け
、県
内
各
地
で
プ
レ
イ

ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
。ぜ
ひ
、会
場
に
足
を
お
運
び

く
だ
さ
い
。

2月にコラニー文化ホール（甲府市）で開催された「ニューイヤーコンサート」。迫力あるアンサンブルが
奏でられました
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682 日開幕まであと
（平成24年4月1日現在）

　
日
本
最
大
の
文
化
の
祭
典「
国
民
文
化
祭
」

が
、平
成
25
年
に
山
梨
県
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
全
国
初
の
通
年
開
催
！ 

期
間
中
、県
内
全
市

町
村
を
舞
台
に
、芸
術
・
文
化
イ
ベ
ン
ト
は
も
ち

ろ
ん
、地
域
の
自
然
や
伝
統
行
事
を
生
か
し
た
特

色
あ
る
イ
ベ
ン
ト
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。

　
そ
の
一
つ
が
、甲
府
市
で
開
催
す
る「
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
の
祭
典
」。全
国
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
ア
マ

チ
ュ
ア
奏
者
が
一
堂
に
集
い
、合
同
演
奏
を
行

い
ま
す
。今
回
は
、こ
の
祭
典
に
出
演
す
る
山
梨

交
響
楽
団
を
紹
介
し
ま
す
。

「国文祭を皆さんに気軽にクラシックを楽
しんでもらう機会にしたいです」と団長の
関岡さん

演奏しているメンバーの皆さん誰もがとてもいい顔。音楽に
対する思いが表情からも伝わってきます

週に１度の練習も、本番さながらのい
い緊張感に包まれています

平成25年1月12日土～11月10日日

みつめる・こえる・つなげる
文化の風とあそぶ  テーマ

　

国
民
文
化
祭
で
は
、
華
道
各
流
派
が
集
い
甲
府

市
歴
史
公
園
と
岡
島
百
貨
店
を
会
場
に
、
先
人
か

ら
引
き
継
が
れ
て
き
た
華
道
の
心
と
技
を
披
露
す

る
大
華
道
展
を
開
催
し
ま
す
。

　

プ
レ
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
県
下
20
流
派
３
０
４

席
に
よ
る
工
夫
を
凝
ら
し
た
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

■日　時

■会　場
■観覧料
■問い合わせ先
第28回国民文化祭華道展実行委員会
　　  055-233-2779

4月13日（金）～18日（水）　
午前10時～午後7時
岡島百貨店７階大催場
無料

　
都
留
市
は
、
松
尾
芭
蕉
が
半
年
間
暮
ら
し
、
蕉

風
俳
句
へ
の
開
眼
を
果
た
し
た
と
言
わ
れ
る
地
。

　

国
民
文
化
祭
で
は
、
俳
句
を
通
し
て
文
化
の
交

流
を
図
る
た
め
、
全
国
俳
句
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

プ
レ
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
俳
人
協
会
賞
を
受
賞

し
た
斎
藤
夏
風
先
生
を
招
き
、
講
演
会
や
句
会
を

行
い
ま
す
。

■日　時

■会　場

■問い合わせ先
都留市ふれあい全国俳句大会事務局
　　  0554-45-8008

５月26日（土）　
午前10時30分
　～午後4時20分
都の杜うぐいすホール
（都留市上谷1888-1）
※事前申し込みは不要

第28回国民文化祭北杜市実行委員会事務局
　　  0551-42-1373

■日　時

■会　場

■参加費

■問い合わせ・申し込み先

５月26日（土）　
午前9時～午後5時
北杜市囲碁美術館
（北杜市役所長坂総合支所2階）
1，000円（昼食・参加賞付）
※中学生以下は500円

　
北
杜
市
囲
碁
美
術
館
を
拠
点
に
、
囲
碁
文
化
の

継
承
と
普
及
を
目
指
す
北
杜
市
。

　
国
民
文
化
祭
で
は
、
囲
碁
文
化
を
全
国
に
発

信
す
る
イ
ベ
ン
ト
「
囲
碁
サ
ミ
ッ
ト
２
０
１
３

ｉ
ｎ
北
杜
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

プ
レ
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
囲
碁
愛
好
家
に
よ
る

囲
碁
大
会
の
ほ
か
、
プ
ロ
棋
士
に
よ
る
囲
碁
入
門

教
室
や
指
導
対
局
を
行
い
ま
す
。

国
民
文
化
祭 

国
民
文
化
祭 

プ
レ
イ
ベ
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【問い合わせ先】
第28回 国民文化祭山梨県実行委員会
TEL 055-223-1846
FAX 055-223-1842

やまなし国文祭 検 索

名峰と名水の里
北杜囲碁まつり
（北杜市）

都留市ふれあい
全国俳句大会
（都留市）

前年祭 華道展
（甲府市）

プレイベントプレイベントプレイベント

TEL

TELTEL

マスコット
キャラクター
「カルチャくん」


